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「不祥事」で済ませたいのか！ 
列車妨害犯人はＪＲ連合・東海ユニオン組合員だ！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ総連やＪＲ東労組が「テロリストである」と宣伝をおこなう『週刊現代』、それをあおり、助長するＪＲ連合。しかし、

9 月 21 日に発生した列車妨害では、捕まった犯人がこともあろうにＪＲ連合組合員であったことは周知の事実。しかし何故

かその直後の 25 日、『民主化闘争情報』で「（頻発する列車妨害事件は）非常用ドアコックの動かし方に慣れていなければで

きない犯行」と引用記事を用いて発表する大失態。マッチポンプとも言えるこの珍事について10月2日、ＪＲ連合の見解を

質すために『公開質問』をおこないました。その『回答書』なるものが10月12日、送付されてきました。 

『回答書』によれば、「列車妨害」を「列車停止」と完全にゴマカシ、「発生させてしまった」ではなく「発生した」と表し

「列車停止の件について」と、まるで第三者的立場。さらに「迷惑をかけたことは遺憾だ」と斬って捨てるような意味不明な

コメント。「貴労組が指摘する列車妨害とは異なる」に至っては、列車妨害を概念上の問題にでもしたいのか。我々は、現実の

問題を指摘しているのだ。『週刊現代』が流布するデタラメや、そのウソを上塗りする『民主化情報』なるもの、さらにそれを

流布する御用組合こそが大問題なのだ。 

 

 

 

 

 


